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２０２２年１０月１７日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合北海道地方協議会 第４回定期委員会 

若手の未来と健全な労使関係の創造にむけ決意新たに 

ＪＲ連合北海道地方協議会は 10 月 15 日、札幌市内にお

いて第４回定期委員会を開催した。「安全の確立と民主化闘

争完遂、ＪＲ産業の持続的成長と組合員・家族の幸せを実現

しよう！」をスローガンに、2022 年度の運動方針を満場一

致で決定し、責任ある労働組合として仲間に寄り添い、次代を担う若手の未来と健

全な労使関係を創造すべく、組織の総力を挙げて取り組む決意を固め合った。 

冒頭、挨拶に立った昆弘美議長（ＪＲ北労組中央執行委員

長・ＪＲ連合副会長）は、①組織強化・拡大、②北海道地

協にかかる政策課題について触れ、来春に控えた第 20 回

統一地方選挙における推薦候補者の必勝にむけて全力で

取り組む決意を述べた。また、来賓としてＪＲ連合から政

所大祐事務局長と鎗光俊勝労働政策局長が出席し、代表し

て挨拶に立った政所事務局長は、長期化したコロナ禍によ

り疲弊するＪＲ産業や増加する離職者の現状を踏まえ、サービス連合・航空連合と展開

する３産別共同行動や北海道地協に関係の強い産業政策、組織強化・拡大の取り組み

について情報を共有のうえ、激励の意を述べた。また、「組合員に活動を『見える化』

し、責任ある運動を力強く推進していこう」と訴えた。 

議事では 2022 年度運動方針（案）が提起され、委員から「ＪＲ北海道における

離職者の現状」「北海道における物流情勢」「貨物新幹線の動向」等の発言があり、

相互に意見交換を行った後、全議案が満場一致で承認された。 

 

その後、鎗光労働政策局長より「中期労働政策ビジョン」の改訂にむけた取り組

みや２０２３春季生活闘争方針の策定などＪＲ連合が

取り組む労働政策の概要について提起があり、現下の

ＪＲ産業を取り巻く情勢や課題認識について共有化を

図ったうえで、活発な意見交換を行った。 
 

代表挨拶を行う 昆議長（左）、 

来賓挨拶を行うＪＲ連合 政所事務局長（右） 


